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２．京都市における帰宅困難者対策
★情報伝達手段として，LINE WORKSを活用

PHSのサービス終了に伴い，スマートフォンを配備→情報伝達手段としてLINE WORKSを導入

情報の⼀⻫共有が可能に！
行政側の情報集約も簡単に！
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４．京都駅周辺地域都市再生安全確保計画部会の取組
①大阪府北部地震（H30.6）後の取組
★要配慮者向け一時待機スペースの設置

大阪府北部地震の際，京都市域に直接の被害がなく，緊急避難広場の開設までに至らない
状態であったが，鉄道の運行再開まで長時間を要したため，移動や情報収集が困難な高齢者や
障害のある方には，一定の配慮が必要になると考え，京都駅近くの「キャンパスプラザ京都」に，
一時的に休憩でき，鉄道の運行情報を得られる「要配慮者向け一時待機スペース」を設置した。

★外国人向け情報伝達フォーマット
長時間鉄道が不通となり，京都を訪れていた

外国人観光客への運行状況等の情報提供が課
題となった。そのため，発災時に避難誘導や情報
提供に使える多言語化した「帰宅支援に関する
文例」「指示ボード」などを定例化した外国人向け
情報伝達フォーマットを作成した。



４．京都駅周辺地域都市再生安全確保計画部会の取組
②帰宅困難者対策訓練（令和２年度）
＜訓練概要＞
★コロナ禍での開催となったため下記の流れを訓練コントローラーが解説しながら，Zoomにて中継

LINE WORKSのやり取りも画面共有することで，訓練参加者全員が時系列でどんな
やり取りが行われているかを共有し，実際の発災時のイメージを共有

・京都駅前に立地する「京都タワーホテル」内での事業所訓練を実施
・並行して，LINE WORKSを活用し，情報伝達訓練を実施
（交通事業者との運行情報確認，緊急避難広場・一時滞在施設事業者への開設依頼）

・京都タワーホテル訓練の進行に合わせ，緊急避難広場である東本願寺にて，緊急避難広場
開設の準備→開設を行う。
・京都タワーホテルから東本願寺へ帰宅困難者を誘導
・東本願寺にて帰宅困難者を受け入れ，ゾーニングを実施
・交通事業者からの当日運休の連絡（LINE WORKS）を受け，一時滞在施設を開設
・一時滞在施設でもある東本願寺において，緊急避難広場から一時滞在施設へ誘導







４．京都駅周辺地域都市再生安全確保計画部会の取組
②帰宅困難者対策訓練（令和２年度）
＜訓練の様子＞ LINE WORKSのやり取り






